
』広島希やの感慣捻薙ぐ2～紳）

疇　　二二

瑠和琴拡圃鰍こ訝る原潜勧碑

専ぬく約ちゃん句
頼
廃
絶
の
流
れ
さ
ら
に
大
苫
く

き
月
2
～
4
日
取
囲
豊

に
夢
が
レ
穿
レ
乾

碑
呼
声
つ
で
努
ソ
也
め
臣
舶
背

の
出
世
等
、
尊
の
襲
頼
l
夢
非
人

渡
世
と
賓
爪
蓉
犬
響
く

レ
て
い
謬
宮
内
外
賓
ら

野
卑
彦
蓄
打
量
。

竜

l

－

〕

う

l

ふ

う

額
田
脚
l
二
軍
帝
蚕
食
ガ
脚

ガ
爪
知
人
ダ
孝
卿
、
葛
農
や
農

照
轟
等
ダ
ア
ピ
ー
叱
喜
市
（
封

白
）
す
る
卸
人
の
舞
鹿
島
誤
解
薪

…
厨
合
腐
苅
7
0
万
人
　
　
　
I
．

日
金
画
常
人
大
行
針
ド
琵
帝
‥

嘗
斥
い
、
行
か
せ
な
り
．

凛
り
民
鹿
弄
合
バ
ー
ト
正

二
急
蒸
患
昔
鱒
言
わ
望
孫

嶺
い
秀
再
度
晴
間
G
苗
　
－

版
政
客
瀬
上
若
め

⑳
　
鞭
風
車
・
頭
上
壷

せ
ん
の
凌
げ
脚
ガ
肌

で
〓
菩
六
卸
辞
去
）
頗

内
壁
ヶ
国
ア
1
号
レ

γ
ダ
。
？
再
∂
声
質
や
。

弟
ぎ
ぜ
に
歩
度
蟄

げ
喜
劇
彩
血
、
お
琴
ハ
℡

償
菅
雷
管
。
轟
身

長
と
レ
て
る
済
感
。

犀
¶
違
え
の
あ
る
作
品

靡
せ
電
（
タ
簸
解
な
作

草
色
5

ど
う
ぞ
覇
か
け
ど
だ

ざ

皇
⑳
家
葛
客
芝
巌
亘

と
膏
僻
事
匹
房
穿
易

学
草
り
の
切
膵
シ
ー
ル
牙

ド
務
せ
か
り
．
オ
！
吐
肴

ミ
ド
ル
ガ
等
が
毅
薫
ゼ

レ
て
マ
マ
・
け
が
の
密
軋

空
芳
香
宅
慧
妄
葵

の
企
画
－
者
妄
免
胤
。

虜
酵
レ
て
い
療
貯
＜
好

事
の
男
性
が
ド
リ
ン
ク
を

孝
療
し
て
く
叫
す
ど
家

の
呼
べ
昏
蕃
山
に

′
4
V
と
り
の
平
和
＜
め

好
い
痘
席
藤
。

⑳
　
ひ
ど
再
酒
席
レ
匡
顔

か
帰
り
．
辞
穀
な
旨
々
竺


